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予算特集

堅
実
型
予
算
で
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
6
年
度
予
算
概
要

一般会計は127億9143万円

　　　

市単独事業は5■1％増

　　　　

国・県の追加事業は補正予算で

　

平
成
六
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
二
百
七
十
一

回
定
例
市
議
会
が
、
三
月
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
会
の
冒
頭
、
新
議
長
に
田
原
哲
也
氏
、
副
議
長
に
松

井
治
男
氏
を
選
出
。
山
内
市
長
が
新
年
度
の
施
政
方
針
演
説
を

行
い
、
当
面
す
る
諸
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表
明

し
ま
し
た
。
当
初
予
算
は
、
総
額
で
百
九
十
億
六
千
二
百
五
十

九
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
一
・
一
％
増
の
堅
実
型
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

歳
入

　

市
税
は
、
長
引
く

景
気
低
迷
で
法
人
市

民
税
の
大
幅
な
落
ち
込
み
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
個
人
市
民
税

は
堅
調
な
伸
び
が
期
待
さ
れ
、
固

定
資
産
税
も
土
地
評
価
の
適
正
化

に
よ
り
対
前
年
比
五
・
七
％
増
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
市

税
全
体
で
は
〇
・
二
％
増
の
三
十

六
億
七
千
九
百
四
十
六
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付

税
が
三
十
三
億
九
千
万
円
、
特
別

交
付
税
に
五
億
八
千
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
対
前
年
度
比
六
∴

％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

市
債
は
、
二
億
八
千
三
十
万
円

で
地
域
づ
く
り
関
連
事
業
が
完
了

し
た
た
め
、
五
六
％
の
大
幅
な
減

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
財
政
調
整

基
金
は
七
億
六
千
万
円
を
取
り
崩

し
、
青
島
工
業
団
地
造
成
事
業
や

法
人
税
の
落
ち
込
み
な
ど
に
対
処

し
て
い
き
ま
す
、

歳
出

　

経
済
情
勢
の
低
迷

や
国
・
県
の
施
策
が

不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
予
算
編
成

で
は
経
常
経
費
を
極
力
節
減
し
、

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
も
効
率
的

な
配
分
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

経
常
経
費
で
は
、
O
A
機
器
導

入
や
口
座
振
替
制
度
な
ど
に
よ
る

行
政
事
務
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

投
資
的
経
費
で
は
、
第
三
次
大
野

市
総
合
計
画
の
着
実
な
実
現
を
め

ざ
す
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

補
助
事
業
は
、
国
の
第
三
次
補
正

の
前
倒
し
施
行
に
よ
り
、
前
年
よ

り
三
九
・
一
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

国
…
県
の
追
加
事
業
が
決
ま
り
次

第
、
補
正
予
算
で
対
応
し
ま
す
。

　

目
的
別
予
算
で
は
、
青
島
工
業

団
地
造
成
や
湯
の
谷
温
泉
開
発
。

景
気
浮
揚
対
策
費
な
ど
で
、
商
工

費
が
対
前
年
比
六
一
・
一
％
と
大

幅
に
増
え
て
ま
し
た
。



施
政
方
針
（
要
旨
）

　

市
政
を
担
当
し
て
以
来
七
年

七
ヵ
月
。
誠
実
・
清
潔
・
信
念

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
政
発
展

の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
、
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
や
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施

設
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
福
祉

施
設
の
整
備
、
工
業
団
地
造
成
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
い
っ

た
重
要
施
策
を
無
事
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
反
面
、

一
部
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

ず
、
停
滞
し
て
い
る
事
業
も
あ

り
、
一
日
も
早
い
実
現
を
め
ざ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ

け
本
年
は
、
市
制
施
行
四
十
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り

ま
す
。
今
日
の
基
盤
を
築
か
れ

た
先
人
に
感
謝
し
、
さ
ら
な
る

　

「
ふ
る
さ
と
大
野
」
の
創
造
に

向
け
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
年
度
は
、
国
・
県
の
施
策

が
示
さ
れ
な
い
中
で
の
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
基
本
的
に

は
第
三
次
大
野
市
総
合
計
画
の

実
現
に
配
慮
し
、
対
前
年
比
万

一
％
増
の
堅
実
型
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
の
伸
び
が

期
待
で
き
な
い
た
め
、
地
方
交

付
税
や
譲
与
税
を
精
査
し
、
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
で
対

処
し
ま
す
。
歳
出
で
は
、
市
単

独
事
業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
ほ
か
、
生
活
安
定
資
金
貸
付

枠
の
拡
大
や
不
況
対
策
特
別
資

金
制
度
発
足
な
ど
、
景
気
対
策

の
推
進
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
で
は
、
青
島
工
業
団

地
造
成
や
湯
の
谷
温
泉
開
発
実

施
設
計
、
市
制
四
十
周
年
記
念

事
業
な
ど
の
ほ
か
、
き
め
細
か
い

福
祉
施
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
議
会
の
ご
協
力
の
も
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

区分 平成六年度 平成五年度 対前年比

一般会計 127億9，143万円 126億7，674万円 0．9％

特
別
会
計

国民健康保険 24億6，191万円 23億7，366万円 3．7％

老人保健 31億8，103万円 30億6，848万円 3．7％

簡易水道 5，523万円 5．599万円 ▲1．4％

農業集落排水 3億9．663万円 4億7．432万円 ▲16．4％

企業会計（水道） 1億7，636万円 2億1，076万円 ▲16．3％

合計 190億6．259万円 188億5．995万円 1．1％

特
別
会
計

．
国
民
健
康

保
険
事
業

　

一
般
被
保
険
者
の

減
少
が
あ
る
も
の
の
、

医
療
費
の
改
定
や
老
人
保
健
拠
出

金
の
増
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
予

算
総
額
は
三
・
七
％
増
え
二
十
四

億
六
千
百
九
十
一
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
は
。

一
億
こ
千
三
百
五
十
五
万
円
か
繰

り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

老
人

保
健

　

予
算
総
額
は
、
三

上
一
億
八
千
百
三
万

円
で
前
年
比
三
・
七
％
の
増
。
老

齢
人
口
増
加
と
医
療
費
の
大
幅
増

に
よ
り
、
年
々
予
算
規
模
が
膨
ら

ん
で
い
ま
す
。
歳
出
は
大
半
が
医

療
費
で
、
そ
の
負
担
は
各
医
療
保

険
加
入
者
七
〇
％
、
国
こ
○
％
、

県
と
市
が
各
五
％
で
す
。
一
般
会

計
か
ら
は
一
億
六
千
九
百
こ
十
四

万
円
を
負
担
し
ま
す
。

簡
易
水
道

事
業

　

こ
の
会
計
は
、
市

営
八
ヵ
所
の
簡
易
水

道
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
六
年
度
は
、
前
年
度
比
一

・
四
％
減
の
五
千
五
百
こ
十
三
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

農
業
集
落

功
水
事
業

　

農
村
型
下
水
道
の

建
設
事
業
と
供
用
開

始
地
区
の
維
持
管
理
の
た
め
の
会

計
で
、
総
額
三
億
九
千
六
百
六
十

三
万
円
を
計
土
。
今
年
度
は
新
た

に
阪
谷
第
一
処
理
区
の
基
本
・
全

体
設
計
費
が
計
上
さ
れ
ま
す
。

．
水
道

4
業

　

予
算
総
額
は
、
一

億
七
千
六
百
三
十
六

万
円
で
、
前
年
比
ヱ
ハ
∴
二
％
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

上
水
道
第
こ
次
拡
張
事
業
（
中
野

地
係
）
な
ど
が
完
了
し
た
た
め
で

今
後
は
多
数
の
加
入
が
見
込
め
る

地
域
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
一
般

会
計
か
ら
は
一
億
二
百
四
上
九
万

円
を
繰
り
出
し
ま
す
、

一般会計の内訳

FT乃
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ちょっと拝見j

主な新事業

★
湯
の
谷
温
泉
施
設
整
備
事
業
●
●
●
●
●
●
3
0
1
9
万
円

今
年
か
ら
保
養
館
の
実
施
設
計
に
着
手

　

市
周
辺
の
住
民
や
日
帰
り
観
光

客
な
ど
に
、
気
軽
に
楽
し
め
る
健

康
温
泉
保
養
館
が
平
成
八
年
度
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

湯
の
谷
温
泉
は
、
六
呂
師
高
原

リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
一
環
と
し
て
昭

和
六
十
三
年
に
探
索
を
開
始
。
平

成
二
年
十
月
に
掘
り
当
て
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
公
的
機
関
の
保
養
セ

ン
タ
ー
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
模

索
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
い
将
来

で
の
誘
致
は
困
難
と
判
断
。
市
単

独
事
業
で
建
設
す
る
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。

大
野
盆
地
の
大
パ
ノ
ラ
マ

　

建
設
予
定
地
は
、
橋
爪
、
蓑
道
、

御
領
地
籍
（
蓑
道
の
少
名
彦
神
社

西
側
）
約
二
万
平
方
じ
。
高
台
で

眺
望
が
よ
く
、
県
道
か
ら
も
目
に

付
き
や
す
い
こ
と
や
市
街
地
か
ら

も
近
距
離
（
車
で
十
五
分
）
と
い

う
好
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

保
養
館
へ
は
、
約
二
・
八
丿
離

れ
た
泉
源
か
ら
温
泉
が
引
か
れ
ま

す
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
風
呂

　

保
養
館
に
は
、
ヒ
ノ
キ
風
呂
や

香
湯
・
薬
湯
、
気
泡
湯
、
サ
ウ
ナ
、

牛
乳
風
呂
、
露
天
風
呂
と
い
っ
た

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
入
浴
施
設

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
も

大
広
間
や
多
目
的
ホ
ー
ル
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
売
店
、
屋
外
に
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
芝
生
広
場
、

日
本
庭
園
も
造
り
ま
す
。

平
成
八
年
に
オ
ー
プ
ン

　
　

年
間
七
万
人
の
利
用

　

温
泉
の
湧
出
量
は
現
在
、
一
日

当
た
り
七
万
二
千
n
で
、
一
日
当

た
り
約
二
百
十
五
人
が
利
用
可
能

市
で
は
年
間
七
万
人
余
り
の
利
用

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

六
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
、

七
年
度
か
ら
工
事
着
工
。
八
年
度

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
ま
す
。
総
事

業
費
は
約
十
億
五
千
万
円
。

健康温泉保養館の構想図

市制施行40周年記念事業

多彩なイベントに総額フ○○○万円

記念事業
★記念式典…………………823万円

　

開催日：7／1

★手づくりカーニバル……600万円

　

開催日：8月（ニf定）

　

対象：市内事業所

★姉妹都市・友好市町等交流事業

　

……………………………221万円

★ふるさと招待事業………165万円

　

招待：三石町の大野出身者

★Jリーグサッカー教室＆サイン会

　

……………………………300万円

★桂枝雀講演会……………100万円

★「未来の大野」図画作文コンター

　

ル……………………………50万円

　　

対象：市内の小・中・高生

★講演と音楽の夕べ………100万円

　　

出演：湊川親方、尾野玲子

　　　　　

貴舟洋子

★戦追悼式…………………150万円

★歌謡ショー………………270万円

　　

出演：橋幸夫＆キララ

★大野PRビデオ制作……279万円

★シンボルマーク制作……450万円

★タイムカプセル埋設……124万円

協賛事業
●越前大野名水マラソン‥・800万円

　　

招待：本田竹春、趙友鳳

　　　　　

山田敬蔵

★「絵図にみる大野」展……285万円

●おおの産業フェア……1，100万円

★大野名水カップ少年サッカー大会

　

………………………………40万円

★芸術劇場…………………635万円

　

・ニューヨーク・シンフォニック

　　

アンサンブル演奏

　

・大野第九演奏会

★福井県民長寿祭…………106万円

●おおの城まつり…………508万円

●健康づくり市民のつどい…………

　　

……………………………186万円

●健康ウォーク………………50万円
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青
島
工
業
団
地
造
成
事
業
…
…
3
億
5
7
8
0
万
円

平
成
9
年
の
操
業
を
め
ざ
す

？達成が進む青島工業団地

　

青
島
工
業
団
地
（
土
布
子
）
に

は
、
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
製
造
メ
ー
カ

－
の
ニ
ッ
セ
キ
ハ
ウ
ス
エ
業
が
進

出
し
ま
す
。
市
は
、
昨
年
四
月
に

同
社
と
土
地
売
買
仮

契
約
を
締
結
。
現
在
、

市
土
地
開
発
公
社
が

所
有
す
る
約
九
・
八

お
の
造
成
工
事
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
六
年

度
は
、
さ
ら
に
隣
接

す
る
借
地
十
…
八
n

の
造
成
工
事
を
行
い
、

約
二
十
二
お
の
工
場

敷
地
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

同
社
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
工

場
建
設
に
着
手
し
、
九
年
十
二
月

の
操
業
を
め
ざ
し
ま
す
。

★
養
護
学
校
就
学
措
置
事

　

業
・
・
一
・
・
●
●
・
・
｛
｝
）
6
0
万
円

　

県
立
養
護
学
校
に
就
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
通
学
を
、
民
間
の
交

通
機
関
に
委
託
し
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

★
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事

　

業
●
●
・
一
…
●
1
1
4
2
万
円

　

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
枠
を
拡

大
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
一
歳
未

満
児
を
三
歳
未
満
児
ま
で
引
き
土

げ
、
所
得
制
限
を
廃
止
し
ま
し
た
。

★
集
塵
灰
セ
メ
ン
ト
固
化
設
備

　

設
置
事
業
・
：
5
2
8
0
万
円

　

ご
み
焼
却
場
か
ら
出
る
灰
に
は

一
般
的
な
焼
却
灰
の
ほ
か
に
、
煙

な
ど
に
含
ま
れ
る
粉
じ
ん
灰
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
灰
は
、
集
塵

機
で
回
収
さ
れ
ま

す
が
、
有
害
物
質

も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
。

セ
メ
ン
ト
固
化
設

備
を
導
入
し
て
、

最
終
処
分
場
で
の

流
出
を
防
ぎ
ま

す
。

★
交
通
公
園
整
備
事
業
…

　

．
．
．
・
．
．
．
…
．
1
8
5
0
万
円

　

あ
か
ね
保
育
園
南
側
の
旧
国
鉄

跡
地
約
二
千
八
百
平
方
μ
に
、
交

通
公
園
を
造
り
ま
す
。
園
内
に
は
、

信
号
や
道
路
標
識
が
設
置
さ
れ
、

交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
す
。

平成六年度主要事業

活力ある産業づくりのために

…地域水田農業確立条件整備事業補助………9，681万円

★水田園芸実践事業補助………………………6，960万円

★地域農業生産システム確立基幹施設整備事業補助（J

　

A大野市水稲育苗施設）…………………1イ意1，054万円

★農産物加工施設整備事業補助（朝市）………220万円

★コミュニティー施設整備事業………………2，195万円

★飼料生産高度化奨励事業………………………300万円

●特用林産むらづくり事業補助………………2，777万円

★不況対策特別資金預託金……………………5，000万円

●中小企業資金融資預託金…………………2イ意2，900万円

★おおの道しるべ設置事業………………………635万円

●地元企業就職奨励金交付事業………………3，600万円

●生活安定資金預託金………………………1｛意3，000万円

心の豊かな人づくりのために

…小中学校給食用燃料……………………………900万円

●開成中学校大規模改造事業…………………8，575万円

★市史（第九巻）発刊事業………………………812万円

★歴史民俗資料館特別展事業……………………285万円

★ふれあい会館建設事業………………………2，130万円

★山王公園整備事業……………………………1，000万円

★旧橋本家屋根葺替事業………………………2，058万円

しあわせな暮らしづくりのために

…公共下水道計画策定事業……………………3，140万円

★簡易焼却炉設置補助……………………………100万円

★不燃物処理施設改造事業……………………2，500万円

★衛生（し尿）処理施設整備事業……………2，000万円

★ふれあいのまちづくり事業補助………………375万円

●デイ・サービス事業…………………………3，527万円

★要介護老人…重度身障者（児）住宅改造補助‥・800万円

★外国人高齢者福祉手当支給事業………………986万円

子孫に誇れる郷土づくりのために

★北部第三土地区画整理事業…………………2，050万円

●街路（三番線）整備事業……………………2，500万円

…道路整備事業………………………………3f意3，265万円

●地方バス維持対策事業………………………2，128万円

●水資源対策事業…………………………………752万円

…特定交通安全施設等整備事業………………8，400万円

市民参画の地域経営推進のために

★知事・県議・市長・市議選挙費……………6，008万円

●電算処理業務委託……………………………6，864万円

★口座振替制度及びOCR導入事業……………845万円

★農業センサス……………………………………504万円



市
長
選
挙

市
長
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙

《
選
挙
公
営
の
拡
大
》

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
方
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
の

拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
、
選
挙
用
通
常
は
が

き
が
無
料
と
な
る
ほ
か
、
選
挙
用

自
動
車
の
使
用
・
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
に
つ
い
て
、
供
託
物
が
没
収
さ

れ
な
い
候
補
者
に
限
り
、
市
の
条

例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
無
料

と
な
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年

ナ
ー
月
市
議
会
で
こ
の
選
挙
公
営

に
関
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
、
次

回
の
市
長
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
公
費
負
担
手
続
き
》

　

こ
の
制
度
は
、
候
補
者
と
契
約

業
者
な
ど
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た

　

「
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
」

ま
た
は
「
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
」
の
各
有
償
契
約
に
つ
い

て
、
条
例
に
定
め
ら
れ
た
限
度
の

範
囲
内
で
、
供
託
物
が
没
収
さ
れ

な
い
候
補
者
に
限
り
、
市
が
各
契

約
業
者
な
ど
に
直
接
そ
の
費
用
を

お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。

選
挙
費
用
の
一
部
を

公
費
で
負
担
し
ま
す

公曹負担の対象とその限度額

公費負担の対象 公費負担の限度額

選

挙

運

動

用

自

動

車

1

一般運送契約

（ハイヤーなど）

各日の料金の合計金額　

（同一の日については　

1台に限る）

各日について51，500円

2

そ

の
他
の
契

約

ア
自動車借り
入れ契約
（レンタル）

各日の料金の合計金額　

（同一の日については　

1台に限る）

各日について

13，390円

①契約の相手方が生計を一にする親　

族である場合は、その者が当該契　

約に係る業務を業として行う者に　

限る

②1（一般運送契約）を選択した日　

数は2（その他の契約）の計算で　

は選挙運動の日数から除いて計算　

する

イ

燃料供給の

契約

燃料の代金　

（代替車を含む）

7，210円×

選挙運動の日数

ウ

運転手雇用

の契約

報酬の合計金額　

（同一の日については　

1人に限る）

各日について

10，000円

作ポ成ス

　タ
　1　の

　当該候補者を通じて、作成単価（右に示し
た単価の限度額以内）に作成枚数（ポスター
掲示場以内の作成枚数）を乗じた金額
ポスター掲示場183ヵ所（H．5．9．2現在）

　　　　　　　　　　　　ポスター
、、462円88銭×掲示場の数十80000円単価＝

ポスター掲示場の数

議
長
に
田
原
哲
也
氏

副
議
長
は
松
井
治
男
氏

　

三
月
九
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例

市
議
会
で
、
田
原
哲
也
氏
（
6
3
歳
・

南
六
呂
師
）
が
第
ニ
ト
七
代
議
長

に
、
ま
た
副
議
長
に
松
井
治
男
氏

　

（
5
3
歳
・
阿
難
祖
地
頭
方
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
原
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

市
議
初
当
選
し
、
現
在
四
期
目
。

副
議
長
、
総
務
常
任
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。

　

松
井
氏
は
、
昭
和
六
十
二
年
に

市
議
初
当
選
し
、
現
在
二
期
目
。

産
業
経
済
常
任
委
員
長
、
建
設
常

任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

議
長
田
原
哲
也
氏

副
議
長
松
井
治
男
氏

常
任
委
員
会

総務

○
牧
野
幸
太
郎

○
佐
々
木
一
夫

　

松
井
治
男

　

坂
元
千
秋

　

田
原
哲
也

　

西
川
文
人

産息鋒洛

○
天
谷
光
治

○
村
西
利
栄

　

宇
野
政
市
郎

　

木
下
境

　

野
田
幾
久
代

　

砂
子
三
郎

建設

○
常
見
悦
郎

○
竹
内
安
汪

　

藤
田
護

　

幅
口
登

　

金
森
幸
蔵

　

山
本
武

生民育教

O
雨
塚
巾
ｔ
夫

○
林
順
一

　

畑
中
章
男

　

松
田
庄
二

　

栄
正
夫

　

平
間
源
治

議
会
運
営
委
員
会

○
砂
子
三
郎

○
佐
々
木
一
夫



エキサイティング

スポーツ

情X報

市制40周年記念

第30回越前大野名水マラソン

5月22日午前10時スタート

申込締切は4月19日

　

水
と
緑
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
奥
越

路
を
、
楽
し
み
な
が
ら
走
る
第

三
十
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
増
進
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
た
こ
の
大
会
は
、
県

内
外
の
ラ
ン
ナ
ー
に
も
親
し
ま
れ
、

年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
同
大
会
三
十
回
と
市
制

四
十
周
年
を
記
念
し
、
本
田
竹
春

さ
ん
（
世
界
国
際
陸
上
選
手
権
日

本
代
表
）
、
趙
友
鳳
さ
ん
（
北
京

ア
ジ
ア
大
会
女
子
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
）
、

山
田
敬
蔵
さ
ん
（
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ

ソ
ン
優
勝
）
の
三
人
を
招
待
し
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
多

数
の
市
民
の
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
要
項

日
時
5
月
9
9
一
日
⑨
（
雨
天
決
行
）

　

受
付
＝
午
前
8
時
～
9
時
（
有

　

終
会
館
）
開
会
式
＝
9
時
1
0
分

　

ス
タ
ー
ト
＝
1
0
時

会
場
市
民
グ
ラ
ン
ド

コ
ー
ス
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

種
目
「
2
キ
ロ
」
一
般
男
子
3
0

　

歳
代
・
一
般
女
子
3
9
歳
以
下
・

　

一
般
男
女
4
0
歳
代
・
一
般
男
女

　

5
0
歳
以
土
・
小
学
親
子
（
1
年

　

～
4
年
）
・
小
学
男
女
（
5
年
・

　

6
年
）
【
3
キ
ロ
】
中
学
男
女

　
　

【
5
キ
ロ
】
一
般
男
子
凹
］
歳
以

　

下
・
一
般
男
子
3
0
歳
代
・
一
般

　

男
子
4
0
歳
以
土
・
一
般
女
子

　
　

【
1
0
キ
ロ
】
一
般
男
女
【
2
0
キ

　

ロ
】
一
般
男
女

参
加
資
格
小
学
生
以
上
の
健
康

　

な
人
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者

　

の
同
意
が
必
要
）
。
年
齢
は
大

　

会
当
日
を
起
算
日
と
し
、
一
人

　
　

一
種
目
（
親
子
の
部
は
除
く
）

参
加
費
親
子
の
部
＝
1
0
0
0

　

円
、
小
・
中
学
生
＝
3
0
0
円

　
　

高
校
生
＝
5
0
0
円
、
一
般

　

＝
1
0
0
0
円

申
込
締
切
4
月
1
9
日
収
（
郵
送

　

は
4
月
2
0
日
⑥
必
着
）

表
彰
I
～
1
0
位
に
賞
状
・
ト
ロ

　

フ
ィ
ー

申
込
方
法
申
込
書
に
参
加
費
を

　

添
え
て
（
郵
送
の
場
合
は
現
金

　

書
留
ま
た
は
小
為
替
で
）

申
込
・
問
合
せ
先
市
制
4
0
周
年

　

記
念
第
3
0
回
越
前
大
野
名
水
マ

　

ラ
ソ
ン
事
務
局
（
〒
9
1
2
大

　

野
市
天
神
町
1
－
1
市
教
育
委

　

員
会
体
育
課
酋
0
7
7
9
・
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
5
3
1
）
ま
で

※
参
加
者
全
員
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
・

　

参
加
賞
を
配
布
。
制
限
時
間
内

　

で
完
走
証
を
交
付
し
ま
す
。

●
テ
ニ
ス
教
室

　

硬
式
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
体
力
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

主
催
市
テ
ニ
ス
協
会

期
日
4
月
1
9
一
日
⑧
・
1
6
日
①
・

　

1
9
日
⑧
・
2
3
日
①
・
2
6
日
の
・

　

3
0
日
①
・
5
月
1
0
日
収
・
1
4
日

　

①
計
8
回

　
　

（
雨
天
の
場
合
は
後
日
開
催
予

　

定
）

時
間
午
後
7
時
～
9
時

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
一
般
男
女
（
初
心
者
・
初

　

級
者
）

定
員
先
着
4
0
人

参
加
料
2
0
0
0
円
（
ス
ポ
ー

　

ツ
傷
害
保
険
料
含
む
）

準
備
物
ラ
ケ
ッ
ト
ー
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

　

ズ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
ー

申
込
期
限
4
月
9
日
①

申
込
先
酒
井
商
事
春
日
給
油
所

　
　

（
F
A
χ
6
5
・
6
1
5
2
・
a

　

6
6
・
3
2
1
2
）
ま
で

●
平
成
6
年
度
生
徒
募
集

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

　

練
習
日
は
、
少
年
柔
道
は
毎
週

土
曜
日
、
少
年
剣
道
は
毎
週
木
曜

日
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
毎
週
火
曜

日
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午

後
7
時
～
9
時
ま
で
。

　

詳
し
く
は
、
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
容
6
4
・
1
3
1
1
）
へ
。

スポーツ保険に加入しましよう

　

市教育委員会では、スポーツや

社会教育活動中に起きた、傷害事

故や賠償責任などを補償する「ス

ポーツ安全保険」への加入を奨励

しています。対象は、スポーツ・

文化・社会奉仕活動などを行う5

人以上の団体やグループで、掛け

金や補償額は表のとおりです。

問合せ先市教育委員会体育課ま

　

たは各公民館へ

対象団体 掛金 死亡 入院 通院 補償額 共済見舞金

I

種

A

中学生以下の

グループ

成人の文化・

社会奉仕活動

400 2000 4000 1500

対人

1人1億円

1事故

5億円

対物

500万円

突然死

100万円

B 老人クラブ団体 600 500 1800 1000

C 成人のスポーツ 1300 2000 4000 1500



C型肝炎について

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器

定
期
的
な
検
査
と
根
気
よ
い
治
療
を

　

市
が
実
施
し
た
成
人
病
検
診
で
受
診
者
の
約
十
％
の
方

に
肝
機
能
障
害
が
見
つ
か
り
、
〔
に
た
〕
型
肝
炎
と
診
断
さ
れ
た

人
も
い
ま
す
。
（
た
）
型
肝
炎
は
血
液
で
感
染
し
ま
す
。
人
に

感
染
さ
せ
な
い
よ
う
、
自
分
が
感
染
し
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
ま
し
よ
う
。
感
染
し
て
も
く
よ
く
よ
考
え
ず
に
、

定
期
的
な
検
査
と
治
療
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
五
年
度
の
成
人
病
検
診
で

受
診
者
の
約
十
％
、
三
百
四
十
七

人
の
方
に
肝
機
能
異
常
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
C
型
肝

炎
と
診
断
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。

　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
、

肝
臓
が
障
害
さ
れ
て
も
自
覚
症
状

の
な
い
こ
と
が
多
く
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
さ
ま
た
げ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今

月
は
C
型
肝

炎
に
つ
い
て
、

ウ
ィ
ル
ス
肝

炎
研
究
財
団

の
「
あ
な
た

に
」
と
い
う

小
冊
子
を
参

考
に
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

感
染
の
心
配
は

　

う
つ
る
と
い
う
と
近
よ
り
が
た

い
と
偏
見
を
持
つ
人
が
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
C
型
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ

う
に
空
気
や
唾
液
で
う
つ
る
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
C
型
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
は
、
血
液
を
通
じ
て
う
つ
る

の
で
す
。
手
を
つ
な
い
だ
り
、
一

緒
の
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、
同
じ

鍋
料
理
を
食
べ
て
も
、
う
つ
る
心

配
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

輸
血
（
現
在
は
十
分
検
査
し
て

い
る
の
で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
）
、

入
れ
墨
、
十
分
消
毒
さ
れ
て
い
な

い
鍼
（
針
）
で
の
治
療
な
ど
、
き

わ
め
て
特
定
の
場
合
に
う
つ
る
危

険
が
あ
る
の
で
す
。

感
染
し
な
い
た
め
に

　

あ
な
た
が
感
染
し
な
い
た
め
に

も
次
の
事
項
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
歯
ブ
ラ
シ
・
ひ
げ
そ
り
の
貸

　

し
借
り
は
し
な
い
。

2
血
液
や
、
血
液
の
付
い
た
も

　

の
は
素
手
で
さ
わ
ら
な
い
な
ど

　

注
意
し
て
取
り
扱
う
。

Ｃ
型
肝
炎
な
ら

　

人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
、

次
の
事
項
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
献
血
は
し
な
い
。

2
鍼
治
療
は
、
自
分
専
用
の
鍼

　

を
使
う
。

③
病
気
で
医
者
に
か
か
る
と
き

　

は
、
一
言
申
し
添
え
る
。

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療

　

C
型
肝
炎
と
い
わ
れ
て
、
と
て

も
不
安
な
思
い
を
し
て
い
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
病
気
で
一
番
肝
心
な
こ
と
は
、

長
い
つ
き
あ
い
を
す
る
心
づ
も
り

と
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
信
頼

関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
治
療
を
続

け
る
こ
と
で
す
。

　

C
型
肝
炎
は
慢
性
肝
炎
に
な
り

や
す
く
、
長
い
経
過
の
後
、
肝
硬

変
や
肝
が
ん
に
な
り
や
す
く
不
安

の
大
き
い
病
気
で
す
が
、
「
慢
性
化

し
て
も
、
特
に
症
状
も
な
く
数
十

年
も
肝
炎
と
つ
き
あ
っ
て
、
生
き

生
き
過
ご
し
て
い
る
人
、
肝
硬
変

で
も
長
生
き
す
る
人
も
い
ま
す
。

要
は
定
期
的
な
検
査
と
根
気
よ
く

治
療
を
続
け
な
が
ら
、
明
る
く
生

き
る
こ
と
で
す
」
と
、
あ
る
医
師

は
話
し
て
い
ま
す
。
。
あ
な
た
の
症

状
は
あ
な
た
の
主
治
医
に
よ
く
聞

き
、
治
療
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（酋65－7333）



暮
ら
し
の
前
祉

サ
ア
吟
君
才
ス

輸入米のおいしい炊き方

ちよつとした工夫で

　　　

ふつくらごはんに

　

世
界
で
生
産
さ
れ
て
い
る
お
米
は
、
日
本
型
の
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
種
と
イ
ン
ド
型
の
イ
ン
デ
ィ
カ
種
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ド
型
の
お
米
は
、
炊
い
た
と
き
の
ご
は
ん
は
粘
り
が

少
な
く
、
日
本
型
の
お
米
は
、
炊
く
と
粘
り
が
あ
り
ま
す
。

外
国
産
米
で
も
、
水
加
減
や
浸
漬
時
間
な
ど
ち
よ
つ
と
し

た
工
夫
で
、
ふ
っ
く
ら
ご
は
ん
が
炊
け
ま
す
。

　

世
界
で
生
産
さ
れ
て
い
る
お
米

は
、
日
本
型
の
中
・
短
粒
（
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
）
種
［
米
国
産
・
中
国
産
・

豪
州
産
］
と
イ
ン
ド
型
の
長
粒

　

（
イ
ン
デ
ィ
カ
）
種
［
タ
イ
産
］

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ド
型
の
お
米
は
、
長
粒
で

細
く
、
炊
い
た
と
き
の
ご
は
ん
は

粘
り
が
少
な
く
、
日
本
型
の
お
米

は
、
粒
が
短
く
て
太
く
、
炊
く
と

粘
り
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

タ
イ
プ
が
少
し
違
う
外
国
産
米

で
も
、
水
加
減
や
浸
漬
時
間
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
日
本
の

ご
は
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
る
い

は
日
本
の
ご
は
ん
に
近
づ
い
た
昧

に
な
り
ま
す
。

キ
チ
ン
と
お
米
を

　
　
　
　

計
り
ま
し
よ
う

　

一
カ
ッ
プ
（
百
八
十
巴
に
入

る
お
米
の
重
址
は
、
種
類
に
よ
っ

て
違
い
、
国
内
産
米
で
約
百
六
十

g
、
外
国
産
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
で

約
百
五
十
g
、
イ
ン
デ
ィ
カ
種
で

約
百
四
ト
五
g
で
す
。
同
じ
カ
ッ

プ
で
水
加
減
を
し
ま
す
か
ら
最
初

が
肝
心
で
す
。

手
早
く
お
米
を
洗
い
ま
す

　

最
初
は
、
た
っ
ぷ
り
の
水
で
四

～
五
回
軽
く
混
ぜ
る
よ
う
に
し
な

が
ら
洗
い
、
水
を
捨
て
ま
す
。
こ

回
目
か
ら
は
、
や
や
手
早
く
、
短

時
間
か
き
混
ぜ
て
洗
い
ま
す
。
国

産
米
に
比
べ
て
、
多
少
多
め
に
洗

う
方
が
よ
い
よ
う
で
す
。

お
い
し
さ
の
決
め
手

　
　
　
　
　
　
　

水
加
減

①
中
・
短
粒
種
は
、
国
産
米
と
同

　

程
度
の
水
加
減
か
少
し
多
め
の

　

水
加
減
で
炊
き
ま
す
。

②
長
粒
種
の
場
合
は
、
重
量
比
で

　

お
米
一
に
対
し
て
I
・
六
く
ら

　

い
が
目
安
で
す
。

③
長
粒
種
が

こ
十
％
程
度

ブ
レ
ン
ド
。
？

れ
た
お
米
の

場
合
は
、
①

と
同
程
度
か

少
し
多
め
が

目
安
で
す
。

次
の
表
を
目

安
に
し
て
、

硬
め
、
軟
ら

か
め
な
ど
各

家
庭
の
お
好

米（1カップ）米（1カップ）容量比

国内産米 1 1．2 20％増

中・短粒種 1 1．25 25％増

長粒種 1 1．25強 30％増

み
に
合
わ
せ
て
水
加
減
を
調
節
し

て
く
だ
さ
い
。
水
加
減
は
、
洗
う

前
の
お
米
を
計
っ
た
同
じ
カ
ッ
プ

で
計
り
ま
し
ょ
う
。

お
米
を
水
に
ね
か
せ
ま
す

　

ふ
っ
く
ら
ご
は
ん
を
炊
く
コ
ツ

は
、
米
粒
の
中
心
ま
で
十
分
に
水

を
吸
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
中
・
短

粒
種
は
一
時
間
く
ら
い
（
国
内
産

と
同
程
度
）
、
長
粒
種
は
こ
時
間

く
ら
い
が
目
安
で
す
。
あ
と
は
通

常
の
炊
飯
と
同
じ
で
す
。

お
い
し
く
味
わ
う
た
め
に

　

あ
わ
て
ず
、
さ
わ
が
ず
、
じ
っ

く
り
蒸
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
蒸
ら

し
は
、
自
動
炊
飯
器
で
も
ご
は
ん

を
お
い
し
く
炊
く
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
す
。
蒸
ら
し
の
工
程
が
入
っ

て
い
な
い
炊
飯
器
の
時
は
、
ス
イ
ッ

チ
が
切
れ
て
も
そ
の
ま
ま
十
～
十

五
分
ほ
ど
お
い
て
く
だ
さ
い
。
こ

こ
で
、
最
終
的
に
ご
は
ん
粒
の
水

分
が
均
一
に
な
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。

　

蒸
ら
し
が
終
わ
っ
て
も
炊
き
あ

が
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
蒸

れ
固
ま
っ
て
ま
ず
く
な
り
ま
す
。

底
の
方
か
ら
ご
は
ん
を
つ
ぶ
さ
な

い
よ
う
に
堀
り
お
こ
す
よ
う
に
ま

ぜ
、
余
分
な
水
分
を
逃
が
し
て
く

だ
さ
い
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ・豊66－川1内線463個鶏活）



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
雲
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

力をひとつに（市民綱引大会）

＜るーぷ登場 バドミントンクラブ

　　

大野ドリームズ

シ
ャ
ト
ル
に
自
立
の
夢
を
込
め
て

　

大
野
ド
リ
ー
ム
ズ
は
平
成
四
年

六
月
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
興
味
の

あ
る
人
が
集
ま
っ
て
遊
び
か
ら
始

め
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
今
年
一
月
に

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
〈
M
と
、
県
聴

力
障
害
者
福
祉
協
会
の
体
育
委
U

会
に
、
正
式
登
録
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
聴
障
者
が
自
分
か

ら
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち

が
な
く
、
障
害
に
ぼ
え
て
い
ま
し

た
が
、
初
め
て
自
分
た
ち
の
于
で

ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。
現
在

会
員
は
十
六
人
で
、
聴
障
者
ト
ー

人
、
F
話
通
訳
一
人
を
含
む
健
聴

者
五
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
・
木
曜
‐
の
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

ア
リ
ー
ナ
で
、
基
本
的
な
こ
と
を

繰
り
返
し
練
習
し
て
ま
す
。
火
曜

‐
に
は
大
野
ク
ラ
ブ
の
泉
脇
さ
ん

ら
三
人
の
方
が
、
親
切
に
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
練
習
不
足
な

の
で
、
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

な
ど
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
全
U

が
初
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

毎
年
九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全

国
ろ
う
あ
者
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
（
今
年
度
は
山
形

県
）
」
で
の
好
成
績
を
目

標
に
、
全
員
一
丸
と
な
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
柳
原
芙
恵
（
春

‐
三
丁
目
）
さ
ん
は
、
「
い

つ
も
厳
し
い
な
か
に
も
楽

し
い
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

運
動
不
足
を
解
消
で
き
ま

す
し
、
ま
た
何
よ
り
も
、

ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
人
と
f

話
が
で
き
な
く
て
も
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ
て
心

と
心
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
新
人

会
U
を
募
集
中
で
す
。
聴

障
者
に
理
解
の
あ
る
方
な
ら
大
歓

迎
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
柳

原
美
忠
さ
ん
（
F
A
X
6
5
・
2
0

6
2
）
ま
た
は
、
谷
口
敏
子
さ
ん

　

（
豊
6
5
・
6
5
3
1
）
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

C卜

秘説聡齢

　　

上之1ニタ‥‥

　　

斡原
’■■＊＞■又貯会津万ダ1・齢証”゛。1

モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
で

　

長
野
五
輪
を
目
指
す

　

モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
と
は
、
軽

快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
コ
ブ

だ
ら
け
の
急
斜
面
を
タ
ー
ン
し

な
が
ら
エ
ア
（
ジ
ャ
ン
プ
）
を

織
り
ま
ぜ
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
滑

り
降
り
る
ス
キ
ー
競
技
で
す
。

　

坂
下
さ
ん
が
、
本
格
的
に
モ

ー
グ
ル
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は

二
年
前
、
モ
ー
グ
ル
歴
八
年
の
父
、

秀
夫
さ
ん
の
影
響
と
ほ
か
の
人
に

で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
か
ら

始
め
た
そ
う
で
す
。

　

一
見
お
と
な
し
そ
う
に
見
え
る

坂
ド
さ
ん
は
、
現
在
、
北
陸
で
女

性
N
0
1
の
実
績
を
持
っ
て
い
ま

す
。
国
内
の
ト
ッ
プ
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
参
加
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

シ
リ
ー
ズ
戦
で
は
、
常
に
L
位
の

好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

練
習
熱
心
の
あ
ま
り
け
が
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
も

練
習
で
転
倒
し
、
左
腕
を
痛
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
持
ち

前
の
気
力
で
け
が
を
克
服
。
再
起

第
一
戦
の
モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
福
井

大
会
優
勝
を
て
は
じ
め
に
、
全
‐

本
A
級
公
認
埼
玉
大
会
優
勝
・
同

東
京
大
会
三
位
の
、
輝
か
し
い
成

米
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
　

「
夢
は
、
挺
野
五
輪
に
出
場
す

る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
も
っ
と
腕
を
磨
き

た
い
」
と
坂
下
さ
ん
。

斤
輪
を
目
指
し
て
連

‐
、
コ
ブ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

夢
を
実
現
し
、
世

界
の
強
豪
を
相
手
に

堂
々
と
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

坂下美香さん

　

（18歳・篠座町）



私宅，ペノ・｀ぐこ，そ

米
不
足
の
今
、
ど
の
よ
う
に
減
反
を

［Q

　

平
成
五
年
は
、
予

想
を
超
え
る
低
温
と

日
照
不
足
で
し
た
。

全
国
的
に
不
作
で
、
米
の
需
要
が

国
内
産
だ
け
で
ま
か
な
い
き
れ
な

く
て
、
緊
急
的
に
外
国
か
ら
米
を

輸
入
し
て
い
ま
す
。
米
屋
さ
ん
で

は
、
タ
イ
産
米
と
セ
ッ
ト
で
な
け

れ
ば
米
を
購
入
で
き
ま
せ
ん
。
報

道
に
よ
る
と
全
国
各
地
で
米
泥
棒

や
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
米

買
い
占
め
騒
動
が
お
き
て
い
ま
す
。

米
不
足
の
中
、
平
成
六
年
の
減
反

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

A

　

ご
質
問
の
と
お
り
、

米
の
需
給
は
相
当
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

国
で
は
水
田
営
農
活
性
化
対
策

の
基
本
的
な
枠
組
み
の
下
で
、
で

き
る
限
り
安
定
的
な
転
作
営
農
の

確
保
に
配
慮
し
、
同
対
策
の
着
実

な
推
進
を
図
り
、
早
期
に
所
要
の

在
庫
造
成
を
行
う
た
め
、
平
成
六

年
度
お
よ
び
七
年
度
の
転
作
等
目

標
面
積
を
現
行
の
六
十
七
万
六
千

詐
を
か
ら
七
万
六
千
詐
を
緩
和
し
、

六
十
万
ひ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
当
市

に
お
い
て
は
、
転
作
を
農
業
経
営

の
重
要
な
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
、

水
田
営
農
の
手
法
や
経
営
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
た
め
、
水
田
作
物
で
は
、
土
地

利
用
型
の
も
の
と
し
て
大
豆
・
そ

ば
を
、
特
産
で
は
さ
と
い
も
・
い

ち
ご
の
ほ
か
新
規
作
物
の
導
入
を

進
め
水
田
園
芸
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

一
方
、
当
市
が
良
質
米
の
産
地

で
あ
り
こ
の
地
位
を
不
動
の
も
の

に
す
る
た
め
も
水
田
園
芸
と
稲
作

を
合
理
的
に
組
み
合
わ
せ
た
輪
作

農
法
を
推
進
し
て
、
こ
れ
ら
の
生

産
性
の
向
上
と
水
田
営
農
の
体
質

強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
推
進
対
策
と
し
て
は
、

農
用
地
の
利
用
増
進
を
積
極
的
に

進
め
て
中
核
農
家
を
育
成
す
る
と

と
も
に
生
産
組
織
を
育
成
強
化
し
、

こ
れ
ら
を
核
と
し
た
低
コ
ス
ト
農

業
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
市
で
は
、
国
や

県
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
気
候

や
土
地
な
ど
の
自
然
条
件
さ
ら
に

地
域
の
特
性
を
加
味
し
て
水
田
営

農
活
性
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
務
課
長
）

邑匹順ヤ

凧
作
り
は
大
人
の
遊
び

安
岡
三
郎
2
（
裴
こ
碍
）

　

安
岡
三
郎
さ
ん
は
、
大
野
市
で

た
だ
一
人
、
「
日
本
の
凧
の
会
」

に
所
属
し
て
お
り
、
県
内
に
は
安

岡
さ
ん
を
含
め
て
二
人
し
か
い
な

い
そ
う
で
す
。

　

十
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
小
さ
い

と
き
好
き
だ
っ
た
凧
を
作
り
を
始

め
ま
し
た
。
頭
と
手
先
を
使
う
細

か
い
作
業
が
多
い
の
で
、
ボ
ケ
防

止
に
役
立
つ
そ
う
で
す
。

　

凧
は
、
丈
夫
で
軽
い
も
の
が
高

く
上
が
り
ま
す
。
材
質
は
、
紙
・

布
・
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

そ
の
材
質
を
生
か
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
骨
組
み
の
竹
を
削
る
に
は

た
い
へ
ん
根
気
が
い
り
ま
す
が
、

や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き

る
そ
う
で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
よ

う
に
毎
日
少
し
ず
つ
作
る
こ
と
が
、

凧
作
り
の
秘
訣
で
す
。
簡
単
な
も

の
は
一
日
で
作
れ
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
手
の
こ
ん
だ
も
の
に
な
る
と
半

年
は
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

凧
に
は
、
角
凧
・
奴
凧
・
ダ
イ

ヤ
凧
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
、
色
は
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
で
す
。

全
国
各
地
の
特
色
を
生
か
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

凧
は
生
き
も
の
で
、
湿
気
や
風

に
大
き
く
作
用
さ
れ
ま
す
。
あ
げ

に
く
い
凧
ほ
ど
、
空
高
く
あ
げ
る

楽
し
み
が
増
し
ま
す
。
安
岡
さ
ん

は
、
「
魚
釣
り
と
同
じ
よ
う
に
、
空

高
く
舞
い
上
が
っ
た
凧
糸
の
引
き

具
合
が
た
ま
ら
な
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
電
話
番

号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
暑
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ
。

●
大
野
郵
便
局
の

　
　

「
郵
遊
コ
ー
ナ
ー
L

　

大
野
郵
便
局
で
は
、
窓
口
ル
ー

ム
を
明
る
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

市
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
郵
遊

　

（
作
品
展
示
）
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
作
品
発
表
の
場
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
月
曜
日
～
金
曜
日

　

原
則
I
週
間
（
延
長
使
用
可
）

搬
入
日
金
曜
日
午
後
～
月
曜

　

日
午
前

搬
出
日
金
曜
日
午
後

展
示
案
内
▼
コ
ー
ナ
ー
壁
面

　

の
表
題
、
作
品
紹
介
な
ど
は

　

展
示
者
で
▼
郵
便
局
は
、
窓

　

口
出
入
口
の
展
示
案
内
・
報

　

道
機
関
（
市
内
に
支
局
の
あ

　

る
社
）
へ
の
資
料
提
供
を
行

　

い
ま
す
。

問
合
せ
先
大
野
郵
便
局
総
務

　

課
（
萱
6
6
・
2
0
5
0
）
ま
で

●
ご
存
知
で
す
か

　
　
　

こ
と
ば
の
教
室

　

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

で
、
発
音
が
間
違
っ
て
い
た
り

集
団
で
遊
べ
な
い
な
ど
、
こ
と

ば
を
含
め
て
気
に
な
る
方
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
電
話
（
容
6
5
・
8
5

3
5
）
で
申
し
込
み
を
し
て
、

市
言
語
治
療
室
（
有
終
束
小
学

校
内
）
へ
。



下庄をよくする会が

お年寄りに真心そば

　

下庄をよくする会は2月20日、地区

内のひとり暮らしのお年寄り53人に、

手打ちの「真心そば」を出前。下庄公

民館に会員40人が集まり、約3時間か

けて約370食分を打ちました。出来

上がったそばには手紙も添えられてお

り、長寿と健康の願いを込めた打ちた

てのそばに、お年寄りたちも大喜びで

した。

秘書広報課広報広聴係豊66－1111

サッカー交流など協議

寧波市調査団来市

　

3月1日、中国寧波市の調査団3人

が来市しました。市長を表敬訪問した

後、宝慶寺や市内の3企業を視察し、

鉄工所などで働く研修生たちを激励し

ました。有終会館では、市日中友好協

会や市サッカー協会のメンバーと懇談

し、研修生の受け入れや今夏の少年サッ

カー交流などについて話し合いました。

ふ
れ
い
あ
い
深
め
る
山
の
子
と
海
の
子

　

有
終
西
小
学
校
と
越
前
町
四
ヶ
浦
小
学
校
の
5
年
生
が
2
月
2
0
日
、
六
呂
師

高
原
ス
キ
ー
場
で
交
歓
会
を
行
い
ま
し
た
。
四
ヶ
浦
小
校
区
が
旧
大
野
藩
の
飛

び
地
だ
っ
た
の
が
縁
で
、
冬
は
大
野
、
夏
は
四
ヶ
浦
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

山
の
子
が
海
の
子
に
ス
キ
ー
の
こ
つ
を
親
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
仲
良
く

雪
像
作
り
や
そ
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

児童センター母親クラブ

4館合同で大運動会

　

市
内
4
館
の
児
童
セ
ン
タ
ー
母
親

ク
ラ
ブ
が
2
月
2
7
日
、
有
終
会
館
で

合
同
大
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
勢
の
児
童
や
母
親
が
参
加
し
、
デ

カ
パ
ン
リ
レ
ー
・
エ
ン
ヤ
コ
リ
ヤ
ス

リ
ッ
パ
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
続
出
す
る
珍
プ
レ
ー

に
会
場
は
笑
い
の
渦
。
参
加
者
た
ち

は
、
手
作
り
の
運
動
会
を
通
じ
て
、

親
子
の
き
ず
な
を
さ
ら
に
深
め
て
い

ま
し
た
。

失われゆく自然・人間

創立20周年記念大野展

　
　

「
失
わ
れ
ゆ
く
自
然
・
人
間
」
創

立
2
0
周
年
記
念
展
が
2
月
2
4
‐
か
ら

3
日
間
、
産
業
文
化
展
示
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
昭
和
4
8

年
、
高
度
成
長
の
波
に
乗
り
、
自
然

が
破
壊
さ
れ
る
の
を
憂
え
て
始
ま
り

ま
し
た
。
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
風
景

や
人
を
題
材
に
し
た
作
品
が
ほ
と
ん

ど
で
、
会
場
を
訪
れ
た
人
に
、
自
然
・

環
境
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

包弓（恥包迦



包弓（恥包湯
無
病
息
災
と
豊
作
を
祈
願
し
て
団
子
ま
き

　

伝
統
行
事
「
初
午
の
団
子
ま
き
」
が
3
月
9
日
、
木
本
地
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
地
区
か
ら
持
ち
寄
っ
た
団
子
は
、
き
つ
ね
や
ひ
ょ
う
た
ん
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
を
し
て
お
り
、
色
も
カ
ラ
フ
ル
。
木
本
稲
荷
神
社
で
、
1
年
間
の
無
病

息
災
と
豊
作
を
祈
願
し
た
後
、
屋
根
な
ど
か
ら
I
斉
に
ま
か
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
人
た
ち
は
、
先
を
争
う
よ
う
に
団
子
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

個性ある街づくり

地域づくりセミナー

　

3
月
3
日
、
「
個
性
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
有
終
会

館
で
、
市
主
催
の
地
域
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。
各
地
区
か

ら
約
1
4
0
人
が
参
加
。
基
調
講
演

の
後
、
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体

の
代
表
と
講
師
の
織
田
直
文
助
教
授

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
個
性
あ
る
街
づ
く
り
の

た
め
の
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

心豊かな人づくり

生涯学習推進大会

　

第
1
4
回
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
が

3
月
1
2
日
、
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
大
会
は
、
功
績
の
あ
っ
た
個

人
な
ど
を
表
彰
し
た
後
、
ス
ラ
イ
ド

で
ふ
る
さ
と
大
野
の
紹
介
、
ビ
デ
オ

で
高
齢
者
大
学
な
ど
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
野
呂
敏
子
さ
ん
の
障
害

を
苦
に
せ
ず
、
夢
を
持
っ
た
体
験
発

表
は
、
参
加
者
に
感
動
を
与
え
、
生

涯
学
習
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ
さ

せ
ま
し
た
。

大高生の自転車用ポンチョ

交通安全教育普及協会表彰

　

3月10日、大野高校生が考案し稲山

織物が製作した自転車通学用雨具の

　

「交通安全ポンチョ」が、日本交通安

全教育普及協会から表彰されました。

昨年度から新入生が着用し、事故防止

に大きな成果をあげています。素材は

軽いポリエステル。使いやすく、デザ

インも若者向きで、生徒たちにも大変

好評です。

市ことばの教室

有終会館で退級式

　

ことばの間違いなどのために、本来

の能力を発揮できない幼児を自立させ、

その子の能力を伸ばす「市ことばの教

室」の退級式が3月19日、有終会館で

行われました。児童たち一人ひとりが

しっかりした態度で、先生からお祝い

の色紙を受け取りました。来賓や父兄

からの拍手を浴び、その顔は自信に満

ちあふれていました。

ブフツ斗こJ。jTj
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お
知
ら
せ

4月

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　

縦
覧

　

平
成
6
年
度
分
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
4
月
1
日
②
～
2
0
日
⑥

場
所
市
役
所
税
務
課

資
格
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
は
委
任

　

状
な
ど
）

※
平
成
6
年
度
分
の
固
定
資
産
税
・

　

都
市
計
画
税
の
納
期
は
、
5
月

　

1
日
～
3
1
日
で
す
。
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

・
4
月
は
土
地
月
間
で
す

《
標
準
地
な
ど
の
地
価
》

　

県
内
の
標
準
地
や
基
準
地
の
地

価
、
標
準
地
…
基
準
地
が
接
す
る

道
路
の
種
類
・
道
幅
、
周
辺
の
土

地
利
用
状
況
な
ど
を
記
載
し
た
書

面
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

　

関
係
書
面
は
、
誰
で
も
簡
単
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

《
土
地
取
引
の
届
出
》

　

一
定
面
積
以
土
の
土
地
取
引
を

す
る
場
合
は
、
契
約
の
6
週
間
前

ま
で
に
、
知
事
あ
て
の
「
土
地
売

買
等
届
書
（
A
4
判
）
」
を
、
そ

の
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
定
面
積
と
は
、
①
市
街
化
区

域
＝
2
千
平
方
μ
以
上
2
前
記
以

外
の
都
市
計
画
区
域
＝
5
千
平
方

訂
以
上
3
そ
の
他
＝
1
万
平
方
μ

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
取
引
の
価
格
が
著
し
く
高

い
と
き
や
利
用
目
的
が
適
正
で
な

い
場
合
は
、
知
事
が
取
引
の
中
止

や
変
更
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
開
発

課
（
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
3

2
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
国
際
交
流
事
業
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

青
年
や
女
性
に
、
自
立
と
成
長

の
機
会
を
と
、
次
の
と
お
り
国
際

交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
0

　

市
で
は
、
負
担
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

「
国
際
青
年
の
船
」

期
間
7
月
2
8
日
④
～
8
月
1
0
日

　

⑥
（
1
4
日
間
）

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ウ
ズ
ベ
キ
ス

　

タ
ン
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ー
ド
イ

　

ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク

募
集
人
員
一
般
団
員
（
1
8
～
3
0

　

歳
）
7
1
人
、
指
導
者
（
3
1
～
4
0

　

歳
）
5
人

負
担
金
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
9
9
一
万

　

5
千
円
～
3
7
万
1
千
円

　

【
国
際
婦
人
の
船
】

期
間
7
月
2
8
日
④
～
8
月
1
0
日

　

⑥
（
1
4
日
間
）

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ド
イ
ツ

募
集
人
員
2
7
人
（
3
1
～
6
0
歳
）

負
担
金
3
3
万
4
千
円

　

【
近
畿
青
年
洋
上
大
学
】

期
間
8
月
7
日
⑧
～
8
月
1
9
日

　

②
（
1
3
日
間
）

訪
問
国
中
国
・
韓
国

募
集
人
員
学
生
（
一
般
団
員
）

　
　

（
2
0
～
3
0
歳
）
3
0
人
、
リ
ー
ダ
ー

　
　

（
3
1
～
4
0
歳
）
2
人

負
担
金
学
生
（
一
般
団
員
）
＝

　

1
6
万
円
、
リ
ー
ダ
ー
9
万
円

募
集
期
限
4
月
2
5
日
面

選
考
5
月
刀
一
日
⑨
に
県
立
青
少

　

年
セ
ン
タ
ー
で
、
書
類
・
作
文

　

審
査
、
筆
記
試
験
、
面
接

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
（
豊
6
6
・
I
1

　

1
1
内
線
5
4
2
）
ま
た
は
県

　

庁
県
民
生
活
部
青
少
年
女
性
課

　

（
豊
0
7
7
r
o
・
2
1
・
1
1
1

1
）
ま
で

・
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
中
挾
団
地

規
格
3
D
K

募
集
戸
数
1
戸

資
格
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

　

務
し
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

2
同
居
す
る
親
族
が
い
る
人
3

　

一
定
基
準
以
内
の
所
得
の
人

家
賃
2
万
8
0
0
0
円

申
込
期
限
4
月
9
9
一
日
②

申
込
先
市
建
設
課
管
理
建
築
係

　
　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4

　

6
）
ま
で

●
便
利
で
安
心
な

　
　
　
　
　

口
座
振
替

　

当
市
で
も
平
成
6
年
度
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
・
市
税
の
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。

　

電
気
料
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
ま
す
。
大
変
便
利
で
安
心

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

口
座
振
替
の
ご
相
談
は
、
市
役

所
市
民
課
・
税
務
課
、
ま
た
は
、

各
金
融
機
関
へ
ど
う
ぞ
。

て卜野yjiミ

工工．－I－．；j：．
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蒼
海
紗
・

J
一

漸
＾
4
球
゛

匹

飛
び
出
し
は
し
な
い
で
ね

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
さ
ん

　

春
は
、
子
供
の
飛
び
出
し
事

故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
新
一
年
生
は
、
学
校
に
行

く
と
き
は
集
団
登
校
で
す
が
、

帰
り
は
一
人
で
下
校
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
、
今
一
度
通

学
路
を
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
歩

き
、
危
険
な
所
、
注
意
す
る
こ

と
な
ど
を
具
体
的
に
指
導
し
ま

　

①
右
側
通
行
を
守
る
。
服
の

右
側
に
ワ
ッ
ペ
ン
な
ど
を
付
け
、

ワ
ッ
ペ
ン
の
付
い
て
い
る
方
を

歩
く
よ
う
に
指
導
す
る
。

　

①
曲
が
り
角
は
一
度
止
ま
っ

て
左
右
の
安
全
を
確
認
す
る
。

特
に
止
ま
れ
の
標
識
の
あ
る
所

で
は
必
ず
止
ま
る
。

　

①
信
号
が
青
で
も
左
右
を
見

て
車
が
止
ま
っ
て
く
れ
た
か
、

前
方
、
後
方
か
ら
右
左
折
車
が

来
て
い
な
い
か
、
注
意
し
て
渡

る
。
赤
・
黄
色
信
号
の
時
は
、
安

全
な
所
で
青
に
な
る
の
を
待
つ
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
必
ず
教

え
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

不
意
の
飛
び
出
し
に
備
え
て
、

ス
ピ
ー
ド
を
お
さ
え
た
ゆ
と
り

の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

●
少
年
の
無
免
許
運
転
と

　

家
庭
裁
判
所
の
役
割

　

平
成
4
年
に
全
国
の
家
庭
裁
判

所
が
扱
っ
た
少
年
の
交
通
違
反
事

件
約
1
7
万
件
の
う
ち
、
ほ
ぽ
半
数

が
無
免
許
運
転
の
事
件
で
す
。

　

裁
判
所
で
は
、
無
免
許
運
転
を

し
た
少
年
に
対
し
、
無
免
許
運
転

の
危
険
性
な
ど
を
理
解
さ
せ
る
た

め
の
講
習
を
実
施
し
た
り
、
少
年

の
問
題
性
に
応
じ
た
処
遇
を
行
う

な
ど
し
て
、
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
年
の
無
免
許
運
転

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
や

学
校
、
地
域
社
会
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
特
に
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
子
供
と
話
し
合
い
の
機

会
を
作
り
、
ル
ー
ル
の
大
切
さ
や

人
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
家
庭
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
庶
務
係
（
酋
0
7

7
6
・
9
9
一
・
5
0
0
0
内
線
3
2

3
）
ま
で

●
労
働
保
険
料
の
申
告
や

　

納
付
は
お
早
め
に

　

雇
用
保
険
や
労
災
保
険
な
ど
、

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
期
間
は
、

4
月
1
日
②
か
ら
5
月
1
6
日
⑥
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
の

方
は
、
平
成
5
年
度
の
確
定
保
険

料
と
平
成
6
年
度
の
概
算
保
険
料

を
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
集
合
受
付
は
、
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
4
月
1
8
日
⑥
と
9
9
一
日
②

　

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

会
場
有
終
会
館

問
合
せ
先
福
井
労
働
基
準
局

　
　

（
酋
0
7
7
戸
o
・
2
2
・
＜
N
H
£
）
L
O

　

5
）
ま
で

●
第
4
6
回
婦
人
週
間

　

労
働
省
で
は
、
わ
が
国
の
女
性

が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
4

月
1
0
日
を
記
念
し
て
、
こ
の
日
か

ら
1
週
間
を
「
婦
人
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　
　

「
女
性
の
地
位
向
上
」
が
目
指

す
と
こ
ろ
は
、
男
女
が
性
に
と
ら

わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
参
加

し
、
各
人
の
個
性
を
発
揮
し
な
が

ら
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を

創
造
す
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た

社
会
の
実
現
は
、
女
性
だ
け
で
な

く
男
性
も
と
も
に
努
力
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

テ
ー
マ
性
に
と
ら
わ
れ
ず
い
き

　

い
き
と
暮
ら
せ
る
時
代
を
築
こ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
個
性
で
奏

　

で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
男
女
で
創

　

る
ハ
ー
モ
ニ
ー

●
海
外
体
験
航
海

　
　
　

B
＆
G
少
年
の
船

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
の
夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
第

1
7
回
B
＆
G
「
少
年
の
船
」
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

期
間
7
月
2
2
日
⑨
～
2
9
日
③

寄
港
地
グ
ア
ム
ー
サ
イ
パ
ン

対
象
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
の

　

男
女

募
集
人
員
3
人

参
加
費
1
4
万
8
0
0
0
円

締
切
4
月
1
0
日
⑧

申
込
・
問
合
せ
先
B
＆
G
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
1
1

　

酋
6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で

●
予
約
に
よ
る

　
　
　

住
民
票
交
付

　
　

4
月
か
ら
土
曜
日
閉
庁
時
に

住
民
票
の
写
し
が
必
要
な
方
は
、

金
曜
日
の
時
間
内
に
予
約
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課

　

（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5

1
）
ま
で

「大野第九合唱団」団員募集

　

多くの市民が参加し、体験し、

交流を深めつつ文化を創造するこ

とを目的に、今年末にベートーベ

ン作曲の「第九交響曲演奏会（合

唱付）」を開催します。

　

あなたも合唱に参加して、大き

な感動を昧わってみませんか。

　

【募集要項】

募集人員約300人

応募資格中学生以上の男女

募集期間4月1日②～5月31日

　

囚）

参加費一般＝2000円

　　　　

高校生以下＝1000円

発会式・練習開始日6月12日⑨

　

午後2時～有終会館

　

【演奏会（予定）】

日時12月18日⑥午後2時～

会場有終会館多目的ホール

指揮黒岩英臣氏

管弦楽関西フイルハーモ二一管

　

弦楽団

募集要項・参加申込書市教育委

　

員会または各地区公民館にあり

　

ます。

問合せ先市教育委員会社会教育

　

課（酋66・1111内線542）

　

または広瀬敏一（酋64・135

　

1）まで

注意！

亀
山
の
サ
イ
レ
ン

2
回
鳴
ら
し
ま
す

　

4
月
8
日
面
は
、
大
野
市
の

大
火
記
念
日
で
す
。
大
野
地
区

消
防
本
部
で
は
、
こ
の
日
を
記

念
し
て
春
季
消
防
総
合
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
午
前
9
時
の
訓

練
開
始
と
と
も
に
、
亀
山
の
サ

イ
レ
ン
を
2
回
鳴
ら
し
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
。

●
青
年
海
外
協
力
隊

　
　

平
成
6
年
度
春
募
集

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協

力
事
業
団
の
実
施
す
る
政
府
事
業

で
す
。

資
格
2
0
歳
以
上
3
9
歳
ま
で
の
日

　

本
国
籍
を
も
つ
青
年
男
女

募
集
期
間
4
月
1
5
日
②
～
5
月

　

3
1
日
囚

選
考
試
験
▼
1
次
・
筆
記
試
験

　
　

（
6
月
1
9
日
⑨
）
▼
2
次
・
面

　

接
試
験
（
7
月
2
0
日
④
～
2
9
日

　

②
の
う
ち
の
1
日
）

募
集
規
模
農
林
水
産
・
加
工
・

　

土
木
建
築
・
保
健
衛
生
な
ど
の

　

7
部
門
、
約
1
0
0
0
人

派
遣
期
間
原
則
と
し
て
2
年
間

説
明
会
の
日
程
4
月
9
9
一
日
②
1
8

　

時
3
0
分
～
2
1
時
・
5
月
2
2
日
⑨

　

1
4
時
～
1
6
時
3
0
分
福
井
県
民

　

会
館
に
て

問
合
せ
先
福
井
県
県
民
生
活
部

　

国
際
交
流
課
（
容
0
7
7
6
・

　

2
1
・
1
1
1
1
）
ふ
ま
で
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九
頭
竜
大
橋
（
仮
称
）

　

当
市
出
身
で
筑
波
大
学
の
森
田
孟
教
授
は

英
米
文
学
が
専
門
で
す
が
、
橋
の
研
究
で
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
橋
が
交
通
・
運
輸

の
面
で
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
、
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

九
頭
竜
川
に
は
、
仏
原
・
湯
上
を
結
ぶ
琴

洞
橋
、
下
唯
野
・
柿
ヶ
嶋
を
結
ぶ
竜
仙
橋

　

（
昭
和
六
十
三
年
竣
工
）
、
土
打
・
松
丸
を

結
ぶ
阪
谷
橋
（
昭
和
五
十
五
年
竣
工
）
が
あ

り
ま
す
。
阪
谷
五
箇
村
誌
に
は
、
昭
和
こ
年

に
架
け
ら
れ
た
つ
り
橋
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。

　

歩
行
者
と
自
転
車
専
用
の
古
い
橋
は
、
昭

和
三
ト
七
年
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、
昔
は

束
五
箇
橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

阪
谷
橋
よ
り
約
ニ
キ
ロ
下
流
で
、
新
田
・

花
房
を
結
ぶ
橋
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
長
こ
百
三
十
三
び
、
車
道
七
μ
で
二
μ
の

歩
道
も
つ
け
ら
れ
、
来
年
に
完
成
の
予
定
で

す
。
車
社
会
で
な
か
っ
た
時
に
は
、
花
房
の

人
た
ち
は
富
田
地
区
へ
行
く
の
に
、
夏
は
川

原
の
浅
い
と
こ
ろ
を
歩
い
て
渡
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
「
こ
の
あ
た
り
に
橋
が
で
き

た
ら
」
と
の
悲
願
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
広
域
農
道
で
す
が
、
完
成
す

れ
ば
六
呂
師
高
原
へ
の
近
道
に
も
な
り
、
観

光
面
で
も
大
き
な
働
き
を
し
ま
す
。
数
年
後

に
は
こ
の
道
路
と
接
続
し
て
、
唐
谷
川
に
橋

を
架
け
て
不
動
堂
・
森
本
を
結
ぶ
道
路
も
で

き
る
そ
う
で
す
。
阪
谷
地
区
の
交
通
網
が
画

期
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

松
丸
か
ら
花
房
を
通
っ
て
勝
山
に
抜
け
る

県
道
上
唯
野
西
屋
勝
山
線
は
、
冬
期
間
は
危

険
な
た
め
に
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

新
し
い
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
富
田
地
区
や
勝

山
へ
の
距
離
が
、
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と

は
確
か
で
す
。

きごうの民市

3月1日現在 前月比

世帯数 11，326世帯 △7世帯

41，855人 △2人

人目 男 19，994人 △6人

女 21，861人 4人

2月中の異動
転入 51人 出生 30人

転出 54人 死亡 29人

j
心

ら
作

洋
況

状故事通交の内市

件数内訳
平成6年　
2月末

平成5年　
2月末 増減

総件数 125件 83件 42件

人身

事故

件数 28件 15件 13件

死者 O人 O人 O人

傷者 38人 18人 20人

物損事故 97件 68件 29件

表
紙
の
こ
と
ば

　

第
1
1
‐
回
大
野
た
こ
あ
げ
大
会

が
3
月
2
0
日
、
六
呂
師
高
原
ス

キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
開

会
式
に
続
い
て
、
参
加
者
は
大

小
、
色
と
り
ど
り
の
た
こ
を
披

露
。
競
演
で
は
、
何
人
か
が
力

を
合
わ
せ
て
大
だ
こ
を
舞
い
上

が
ら
せ
た
り
、
巧
み
な
糸
操
作

を
披
露
し
、
見
物
客
の
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

日
一
日
と
日
差
し
が
暖
か
く

な
り
、
景
色
も
す
っ
か
り
春
め

い
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

大
野
市
が
誕
生
し
て
記
念
す
べ

き
四
十
年
の
年
。
人
間
で
言
え

ば
壮
年
期
の
働
き
盛
り
で
す
。

豊
か
な
街
づ
く
り
と
人
づ
く
り

に
役
立
つ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

広
報
広
聴
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

涯で見i旨

　

春
の
花
の
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
く
る
と
、
い

つ
も
心
に
浮
ん
で
く
る

俳
句
が
あ
る
。
「
散
る

x
＼
に
；
く
ゝ
し
り
残
A
Z
、
c
く
、
に
り

－
o
散
る
。
一
、
c
く
、
に
り
」
。

こ
れ
は
、
あ
の
良
寛
の
句
で
あ
る
。
単
に
桜
の

散
り
行
く
様
だ
け
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。

清
貧
に
甘
ん
じ
、
行
雲
流
水
の
境
涯
を
良
し
と

し
た
人
に
し
て
、
初
め
て
詠
む
こ
と
の
で
き
た

一
句
で
あ
る
▼
異
界
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
現

実
の
日
常
世
界
と
は
違
う
、
も
う
一
つ
の
世
界

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
世
に
対
す
る
死

後
の
あ
の
世
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
異
界
で
あ

る
が
、
何
事
も
満
ち
足
り
た
こ
の
文
明
社
会
に

住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
地
球
上
の
辺
境
の
地
、

未
開
の
地
も
ま
た
そ
の
一
つ
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
▼
人
は
よ
く
旅
を
好
み
、
出
か

け
て
い
く
。
そ
れ
は
、
自
分
を
と
り
ま
く
日
常

か
ら
別
の
世
界
の
中
に
脚
を
踏
み
入
れ
た
い
と

い
う
欲
望
を
も
っ
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ

る
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
る
演
歌
に
も
旅
を
歌
っ

た
も
の
が
実
に
多
い
。
学
校
の
卒
業
式
に
は

　

「
旅
立
ち
の
歌
」
を
歌
う
。
人
生
を
長
い
旅
と

見
な
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
▼
旅
は
、
結
局
は

自
分
が
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
を
語
り
合
う
、

自
個
内
省
の
営
み
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
光
地

と
い
う
と
こ
ろ
は
、
そ
う
い
う
旅
す
る
人
に
場

と
時
間
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
施
設
が
充
実
す
る
だ
け
で
は
十

分
で
は
な
い
。
心
に
ひ
び
く
も
の
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。
旅
す
る
人
が
現
実
に
戻
っ

た
と
き
、
活
力
の
糧
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
私
も
や
が
て
は
良
寛
の
よ

う
な
一
人
旅
を
し
た
い
と
思
う
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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